
 

 

 

 

 

 

 

 

 

利賀中学校の強みを生かして 
校長 蓑口 義裕 

 

「君たちは２０世紀からの使者」 

これは、私が中学３年生の授業で先生か

ら聞かされた言葉です。「中学校を卒業して

十数年経ったとき、時代は２１世紀へと変

わる。働き盛りの君たちがリーダーだ」と

話されたことを覚えています。当時は、な

んとなく聞いていましたが、教員となった

今、先生が２０年先を見通して教育してく

ださっていたことに気付かされました。 

では、今から２０年後、世界はどうなっ

ているのでしょう。グローバル化や科学技

術の急速な進歩により、５年後も想像でき

ないほど、私たちを取り巻く環境は目まぐ

るしく変わっています。ましてや、感染症

による学校の臨時休業が続くことを想定で

きるはずがありません。そんな時代を生き

る生徒たちに学校ができることは何か、そ

れは「人づくり」にほかなりません。この

地域に生まれ育ったことに感謝し、社会に

貢献しようとする生徒を育てることです。 

 

 さて、利賀中学校は全校生徒５名で、令

和２年度をスタートしました。素直でやさ

しい生徒ばかりです。着任以来、広い場所

を黙々と一人で掃除をする姿、進んで給食

の準備、片付けをする姿、仲よく声を掛け

合って行動する姿等をたくさん見ました。

しかし、これは生徒たちにとってみれば、

当たり前のことなのです。互いをカバーし

合い、誰一人手を抜くことはありません。

そんな生徒たちに頼もしさを感じます。 

小規模校であることを強みに変え、「利賀

中学校にしかできない教育活動」を推進す

ることが私たちの役割です。その一つが、

１学級に教員２名が担任となる「チーム担

任制」です。複数の目で多面的に生徒と向

き合うことで、教育効果をより高めること

ができます。これは南砺市全体の取組です

が、本校であれば一層充実したものにでき

るはずです。これまでの取組を当たり前と

せず、生徒も教職員も、「個々の持ち味を生

かし高め合うこと」、「これまでの価値にと

らわれず、知恵を出し

合うこと」を意識し、

「利賀中学校らしさ」

を築いていきたいと

考えています。 

 

今年度、本校の重点目標を、「『聴く、考

える、伝える』を身に付け、互いに認め合

いながら主体的に活動する生徒の育成」と

しました。関わり合いを通して互いの力を

引き出し、失敗を恐れず挑戦しようとする

生徒を育成したいとの願いからです。学校・

家庭・地域が一層の連携・分担を図り、「か

けがえのない存在」である生徒一人一人を、

やさしくたくましく育てていきたいと思い

ます。 

保護者、地域の皆様には、今後ともご支

援・ご協力をよろしくお願いいたします。 

  

利 中 だ よ り 

山脈（やまなみ） 

令和２年度 第１号 

令和２年４月２０日 

南砺市立利賀中学校 

http://toga-jhs.7104.info/ 
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自 主

創 造
校訓

協 同

豊かな心
豊かな心と自主自律の

強い意志をもつ生徒

確かな学力
課題をもち、

真理を探究する生徒

たくましい体
健康の保持増進に努め、

心身を鍛える生徒

学 校 教 育 目 標

「聴く、考える、伝える」を身に付け、互いに認め合いながら主体的に活動する生徒の育成

本 年 度 の 重 点 目 標

温かい人間関係と秩序ある学校

・感動、感謝、感激を味わえる機会の設定

全校体制・地域ぐるみの指導・支援

・「いのちの教育」を核とした、豊かな心の育成

自己有用感を感じることができる豊かな体験・実践活

動の充実

・親子、小中合同での活動の推進

ふるさとや地域と連携した道徳教育の推進

・地域の人材活用、思いやりの心の醸成

生徒会活動・部活動の活性化

・ＰＤＣＡサイクルによる自己実現

チーム担任制の推進

・複数担任による多面的な生徒理解

・教員のよさを生かした質の高い教育
・他学年・他校との合同学習

確かな学力の育成

・個に応じたきめ細やかな指導と支援

・「分かる・できる」授業の推進
主体的・協働的に学ぼうとする生徒の育成

・育てたい力、生徒のゴールの姿の明確化

・基礎・基本の定着

・思考力・判断力・表現力の育成

目標をもち継続して運動する生徒の育成

・体力向上に結び付く学習指導や部活動指導

（自己の現状に応じた目標設定と実践）

自らの健康管理を実践・継続できる生徒の育成

・健康安全についての保健教育

・教科横断的な健康安全教育の推進
・家庭や地域との情報交換、連携

食育の推進

・地産地消、給食時のふれあいタイム

・マナーや服装の徹底、朝食調べ

思いやりをもち、人のために

自分から行動することが

できる生徒 ＝８０％以上

「聴く、考える、伝える」を意識

して、学びを深めることが

できる生徒 ＝８０％以上

心身を鍛える意識をもって

体力つくりに取り組むことが

できる生徒 ＝８０％以上

南砺市の学校教育
基本理念 未来を切り拓く南砺の人づくり

５年間の重点目標 全ての人が心豊かに暮らす教育環境の充実

学校教育の基本目標 豊かな人間性を育む学校教育の充実

個に応じたきめ細やかな指導と支援を全教職員が共有し、徳、知、体の調和のとれた人間性豊かな生徒を育てる。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈紹介〉新年度になりました。新たな気持ちで頑張ります！ 

生徒会年間テーマ「 挑戦 ～伝統の継承と発展～ 」 

１、２年生が力を合わせ、新たな伝統を築きたいと考え、テーマを決定しました。 

利賀中学校をよりよくするために、全校一丸となって頑張ります。 

入学おめでとう 
 

男子生徒 

僕が中学生になって頑張りたいことは勉強で

す。勉強を頑張っていなければ、受検の時に困ると

思います。だから授業では、自分の意見をたくさん

話したり、友達や先生の話をしっかり聞いたりし

たいです。また、先輩方を見習い、部活動に真剣に

取り組み、体力をつけたいです。 

女子生徒 

私が中学生になって頑張りたいことは勉強で

す。家で復習をし、習ったことを忘れないようにし

たいです。また、部活動では、たくさん練習をし、

体力をつけて上手になりたいです。大変なことや

苦手なことがあると思いますが、先輩方に教わり

ながらあきらめずに頑張りたいです。 

女子生徒 

私が中学生になって頑張りたいことは勉強で

す。中学3年生になったら受検があるので、予習・

復習をしっかりして、教わったことを忘れないよ

うにしたいです。また、部活動では、先輩方の姿を

見ながら、たくさん練習をして、大会でもチームの

一員として役に立てるようになりたいです。 

〈５月〉 

１１日（月）教育相談（～１５日） 

１４日（木）交通安全教室 

２８日（木）中間考査（～２９日） 

〈６月〉 

５日（金）地区陸上競技選手権大会（～６日） 

２０日（土）地区選手権大会（バドミントン）（～２１日） 

２１日（日）部活動参観 

２２日（月）振替休業日 

２７日（土）南砺市民体育大会 

２９日（月）喜楽訪問 

３０日（火）期末考査（～7/1） 

〈７月〉 

１８日（土）県選手権大会（バドミントン） 

（～１９日） 

２１日（火）保護者会 

２２日（水）１学期終業式 

２５日（土）県民体育大会 

 

 

 

 

※４月２０日現在の予定です。今後、変更になること

もあります。 


